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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期
第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高（百万円） 186,298 190,499 247,792

経常利益（百万円） 15,366 16,944 19,702

四半期（当期）純利益（百万円） 8,761 12,519 12,617

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
4,648 14,024 10,839

純資産額（百万円） 109,101 127,012 115,315

総資産額（百万円） 203,445 219,861 212,343

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
46.21 66.03 66.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.1 54.1 50.8

  

回次
第58期
第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日

自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 19.28 35.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては

記載しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

  

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州の政府債務危機の長期化による景気低迷、米国の財政問

題や新興国の経済減速懸念など、先行き不透明な状況が続きました。日本経済は、復興需要による景気の下支えは

あるものの、輸出の減少やデフレの影響などにより、依然として厳しい状況で推移いたしました。

スポーツ用品業界は、ランニングブームなどを背景に、健康志向によるスポーツへの関心が高まっているもの

の、厳しい経営環境が続きました。

このような情勢のもと、当社グループは、中期経営計画「アシックス・グロース・プラン(AGP)2015」に基づ

き、引き続きグローバルレベルでの事業の強化・拡大を図りました。高機能ランニングシューズのグローバルモ

デル「GEL-NIMBUS 14」、「GT-2000」の市場投入やランニングウエアの拡充など、製品力の強化に努めるととも

に、パリ、ゴールドコースト、シンガポール、神戸などの世界各地のマラソン大会への協賛や、ロンドンで開催され

た第30回オリンピック競技大会において各種競技の各国代表選手への当社製品の提供など、ブランド価値および

企業イメージの向上に努めました。

ベースボール事業におきましては、製品をすべてアシックスブランドに統一し、高機能製品を中心に販売を開

始しました。

販売面におきましては、ロンドン、バルセロナ、神戸にアシックスブランドの旗艦店、東京にホグロフスブラン

ドの直営店をそれぞれオープンしたほか、ブラジル、アメリカ、オーストラリアなどに自主管理売場をオープンす

るなど、売上拡大に努めました。

また、世界本社機能と日本事業の分離および国内販売子会社の整理統合を進めました。これにより、当社は世界

本社として、グローバル市場の動向を見据えた経営管理と競争力の源泉である商品開発力の強化を、日本事業は

マーケティング・販売機能の強化・拡大を図ります。

当第３四半期連結累計期間における売上高は190,499百万円と前年同期間比2.3％の増収でした。このうち国内

売上高は、主にランニングシューズが好調であったものの、アシックスブランドへの統一の影響によるベース

ボールウエア・用具類の低調などにより63,546百万円と前年同期間比1.0％の増収でした。海外売上高は、米州お

よび欧州などでランニングシューズが好調に推移したものの、為替換算レートの影響により126,952百万円と前

年同期間比2.9％の増収にとどまりました。

売上総利益は、売上高が増加した一方で、仕入コストが上昇したことなどにより81,670百万円と前年同期間比

0.3％の減益でした。販売費及び一般管理費は、主に広告宣伝費が減少したものの、自主管理売場の増加による人

件費などの増加により65,273百万円と前年同期間比0.2％の増加となり、営業利益は16,397百万円と前年同期間

比2.6％の減益となりました。経常利益は、前年同期間は為替差損を計上しましたが、当第３四半期連結累計期間

は為替差益を計上したことなどにより16,944百万円と前年同期間比10.3％の増益、四半期純利益は移転価格税制

に基づく法人税等追徴税の還付金および還付加算金の計上により12,519百万円と前年同期間比42.9％の増益と

なりました。 

  

報告セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①日本地域

日本におきましては、ランニングシューズが好調であったことに加え、在外子会社への売上高が増加したこ

とにより、売上高は80,090百万円（前年同期間比6.1％増）となりましたが、セグメント利益につきましては広

告宣伝費および人件費の増加などにより2,868百万円と前年同期間比で微減でした。

②米州地域

米州におきましては、ランニングシューズが好調であったため、売上高は51,269百万円（前年同期間比9.5％

増）となり、セグメント利益につきましては主として売上高の増加により4,628百万円（前年同期間比26.2％

増）となりました。

③欧州地域

欧州におきましては、ランニングシューズが好調であったものの、主に為替換算レートの影響により、売上高

は48,673百万円（前年同期間比2.8％減）となり、セグメント利益につきましては広告宣伝費などは減少しま

したが、仕入コストの上昇などにより6,627百万円（前年同期間比12.8％減）となりました。
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④オセアニア地域 

オセアニアにおきましては、東南アジアへの売上高が日本地域より移管されたことにより、売上高は8,167百

万円（前年同期間比10.5％増）となりましたが、セグメント利益につきましては広告宣伝費などの増加の影響

により1,772百万円（前年同期間比1.4％増）にとどまりました。  

⑤東アジア地域  

東アジアにおきましては、オニツカタイガーシューズが堅調であったものの、主に為替換算レートの影響に

より、売上高は9,561百万円（前年同期間比3.9％減）となり、セグメント利益は781百万円（前年同期間比

18.2％減）となりました。  

⑥その他事業  

その他事業におきましては、ホグロフスブランドのアウトドアウエアなどが堅調であったものの、主に為替

換算レートの影響により、売上高は6,024百万円（前年同期間比3.1％減）となり、セグメント損失は63百万円

となりました。  

  

（２）財政状態

当第３四半期連結会計期間末の財政状態といたしましては、総資産219,861百万円（前連結会計年度末比3.5％

増）、負債の部合計92,849百万円（前連結会計年度末比4.3％減）、純資産の部合計127,012百万円（前連結会計

年度末比10.1％増）でした。

流動資産は、現金及び預金および未収入金の増加によるその他流動資産の増加などにより、156,503百万円（前

連結会計年度末比5.4％増）でした。

固定資産は、アシックスジャパン株式会社新社屋の建設に伴う建設仮勘定の増加による有形固定資産の増加お

よび投資有価証券の増加があったものの、のれんの減少による無形固定資産の減少、長期性預金の減少による投

資その他の資産の減少などにより、63,357百万円（前連結会計年度末比0.9％減）でした。

流動負債は、支払手形及び買掛金が増加したものの、短期借入金および未払法人税等ならびに賞与引当金の減

少などにより、53,769百万円（前連結会計年度末比3.9％減）でした。

固定負債は、長期借入金の減少および長期デリバティブ負債の減少によるその他固定負債の減少などにより、

39,079百万円（前連結会計年度末比4.8％減）でした。

株主資本は、利益剰余金の増加により、133,424百万円（前連結会計年度末比8.4％増）でした。

その他の包括利益累計額は、主に為替換算調整勘定が増加したことにより、△14,415百万円と前連結会計年度

末に比べ744百万円増加しました。

少数株主持分は、8,003百万円（前連結会計年度末比8.7％増）でした。  

  

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

  

会社の支配に関する基本方針について

①  会社の支配に関する基本方針の内容

当社は、上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、当社の取締役会の賛同を得ずに行われる、いわ

ゆる「敵対的買収」であっても、当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定

するものではありません。特定の者による当社株式の大規模な買付行為等に応じて当社株式の売却を行うか否

かは、最終的には当社株式を保有する当社株主の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかし、当社および当社グループは、スポーツを核とした事業領域で、当社の企業価値・株主共同の利益の確

保・向上に取り組んでおり、そのために幅広いノウハウと豊富な経験、ならびに国内外の顧客・取引先および

従業員等のステークホルダーとの間に築かれた良好な関係を維持し促進することが重要な要素であり、当社の

財務および事業の方針の決定を支配する者としては、これらに関する十分な情報や理解がなくては、将来実現

することのできる当社の企業価値・株主共同の利益を毀損する可能性があり、不適切であると考えます。
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②  当社の状況および企業価値向上に向けた取り組み

当社は、1949年（昭和24年）に、スポーツを通じて青少年の健全な育成に貢献することを願い鬼塚商会とし

て創業以来、「健全な身体に健全な精神があれかし」を創業哲学とし、「スポーツを通して、すべてのお客様に

価値ある製品・サービスを提供する」ことを理念に、お客様の求めるものを徹底的に追求し、世界のスポーツ

をする選手、スポーツを愛するすべての人々や健康を願う方々の役に立つよう、技術とものづくりに対するこ

だわりを持ち続けてまいりました。

1977年（昭和52年）に、同業２社との合併を機に、この創業哲学のラテン語「Anima Sana In Corpore

Sano」の頭文字から社名を株式会社アシックス（ASICS）へ変更し、社業の発展に努めてまいりました。

当社および当社グループは、スポーツシューズ類、スポーツウエア類、スポーツ用具類などスポーツ用品等

を、国内および海外で製造販売しております。そして、長年トップアスリートのニーズに応えてきた技術力とも

のづくりへのこだわりや海外でのシューズを中心としたランニング事業における高いブランドイメージを基

盤として、2015年度までの中期経営計画「アシックス・グロース・プラン（AGP）2015」を発表し、「スポーツ

でつちかった知的技術により、質の高いライフスタイルを創造する」をビジョンとして定め、３つの事業領域

である①アスレチックスポーツ事業領域、②スポーツライフスタイル事業領域および③健康快適事業領域にお

いて、製品戦略：「革新的な価値の提供とお客様ニーズ対応の融合」、組織戦略：「グローバル組織の構築」

をそれぞれ進め、事業の拡大・強化に取り組んでおります。

当社および当社グループは、「グループ全体で、お客様起点の活動を徹底する」を基本方針とし、今後も中長

期的な視野に立ち、企業価値のさらなる向上を目指してまいります。  

  

③  会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針が支配されるこ

とを防止するための取り組み

当社は、平成23年６月24日開催の定時株主総会において、当社株式の大規模な買付行為への対応方針の一部

を改定して３年間継続することを決定いたしました（以下、改定後の当社株式の大規模な買付行為への対応方

針を「本対応方針」といいます。）。

本対応方針の概要は次のとおりであります。

当社は、突然大規模な買付行為がなされたときに、大規模買付者による当社および当社グループの従業員、顧

客および取引先等のステークホルダーとの関係についての方針や当社グループの経営に参画したときの経営

方針・事業計画等が、当社の企業価値・株主共同の利益を高めるものか等を当社株主に短期間のうちに適切に

判断していただくためには、大規模買付者および当社取締役会の双方から適切かつ十分な情報が提供されるこ

とが不可欠と考え、大規模買付行為に際しては、まず、大規模買付者が事前に当社株主の判断のために必要かつ

十分な大規模買付行為に関する情報を提供すべきであると考えます。

また、当社取締役会も、かかる情報が提供された後、大規模買付行為に対する当社取締役会としての意見の検

討を速やかに開始し、独立委員会からの勧告や外部専門家等の助言を受けながら慎重に検討したうえで意見を

形成して公表いたします。

かかるプロセスを経ることにより、当社株主は、当社取締役会の意見を参考にしつつ、大規模買付者の提案に

対する諾否を検討することが可能となり、大規模買付者の提案に対する最終的な諾否を適切に決定するために

必要かつ十分な情報の取得と検討の機会を得られることとなります。

当社取締役会は、上記の見解を具現化した一定の合理的なルールに従って大規模買付行為が行われること

が、当社の企業価値・株主共同の利益に資すると考え、事前の情報提供に関する一定のルール（以下「大規模

買付ルール」といいます。）を設定いたしました。

大規模買付ルールの骨子は、①大規模買付者は、大規模買付行為の前に、当社取締役会に対し、予定する大規

模買付行為に関する必要かつ十分な情報を提供し、②当社取締役会は、一定の評価期間内に当該大規模買付行

為に対する当社取締役会としての意見をまとめて公表し、③大規模買付者は、当該評価期間経過後に大規模買

付行為を開始するというものであり、その概要は次のとおりであります。

(ⅰ)大規模買付者には、大規模買付行為の前に、当社取締役会に対して、当社株主の判断および当社取締役会

としての意見形成のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」といいます。）を書面で提供していただ

きます。当社取締役会は、取締役会による評価、検討、意見形成等のため必要かつ十分な本必要情報が大規模買

付者から提出されたと判断した場合には、直ちにその旨大規模買付者に通知するとともに、速やかに当社株主

に公表します。なお、当社取締役会は、必要に応じて情報提供の期限を設定しますが、大規模買付者から合理的

な理由に基づく延長要請があった場合には、その期限を延長することができるものとします。
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(ⅱ)当社取締役会は、取締役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間（以下「取締役会

評価期間」といいます。）として、大規模買付者が当社取締役会に対し本必要情報の提供を完了したと公表し

た日の翌日から、60日間（対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社全株式の買付けの場合）また

は90日間（その他の大規模買付行為の場合）を設定し、大規模買付行為は、取締役会評価期間の経過後にのみ

開始されるものとします。当社取締役会は、取締役会評価期間中、独立委員会に諮問し、必要に応じて外部専門

家等の助言および監査役の意見を参考に、提供された本必要情報を十分に評価・検討し、独立委員会からの勧

告を最大限尊重したうえで、対抗措置の発動または不発動含め、当社取締役会としての意見を慎重にとりまと

めて決議し公表します。

大規模買付行為がなされた場合の対応方針の概要は次のとおりです。

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守する場合、当社取締役会は、大規模買付行為に対する対抗措置の発

動要件を満たすときを除き、当社株主に対して、当該買付提案に対する諾否の判断に必要な判断材料を提供さ

せていただくにとどめ、原則として、当該大規模買付行為に対する対抗措置はとりません。当社取締役会は、大

規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合や、大規模買付ルールを遵守する場合であっても、当該大規

模買付行為が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なう場合で、かつ、対抗措置を発動することが相当

であると判断したときに限り、取締役会から独立した組織の独立委員会に必ず諮問し、独立委員会の勧告を最

大限尊重したうえで、無償割当による新株予約権の発行等、会社法その他の法律および当社定款が取締役会の

権限として認める措置を内容とする対抗措置を発動することができるものとします。なお、当社取締役会は、対

抗措置を発動するに際し、株主共同の利益に照らし株主意思を確認することが適切と判断する場合は、株主総

会を招集し、対抗措置に関する当社株主の意思を確認することができるものとします。

  

④  上記取り組みが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当

社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

まず、本対応方針は、会社の支配に関する基本方針に沿って、当社株式に対する大規模買付行為がなされた際

に、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを当社株主が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示する

ために必要な情報や時間を確保し、当社株主のために大規模買付者と交渉を行うこと等を可能とすることによ

り、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。

次に、本対応方針は、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合や、大規模買付ルールを遵守する場

合であっても、当該大規模買付行為が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なう場合で、かつ、対抗措置

を発動することが相当であると判断したときに限り、対抗措置が発動されるように設定されており、当社取締

役会による恣意的な対抗措置の発動を防止するための仕組みが確保されています。

また、本対応方針における対抗措置の発動等に際しては、当社取締役会から独立した社外役員等によって組

織された独立委員会に諮問し、同委員会の勧告を最大限尊重するものとされています。また、その判断の概要に

ついては当社株主に情報開示をすることとされており、当社の企業価値・株主共同の利益に適うように本対応

方針の公正・透明な運用が行われる仕組みが確保されています。

最後に、本対応方針は、株主総会における当社株主の承認を条件に継続されるものであり、その継続について

当社株主の意向が反映されることとなっております。また、本対応方針継続後、有効期間の満了前であっても、

当社取締役会において本対応方針を廃止する旨の決議が行われた場合には、本対応方針はその時点で廃止され

ることになります。さらに、当社取締役の任期は１年間となっており、毎年の取締役選任手続を通じて本対応方

針の継続、廃止または変更の是非の判断に当社株主の意向が反映されます。

これらの措置により、本対応方針は、会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益に合致し、当社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

  

(４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は574百万円（前年同期間比5.6％

減）であります。なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更は

ありません。

  

(５）従業員の状況

当第３四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
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(６）生産、受注及び販売の状況

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい増減はありません。

  

(７）設備の状況

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動および主要な設備の前連結会計年度末における

計画の著しい変更はありません。

  

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

 7/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 790,000,000

計 790,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 199,962,991 199,962,991

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 199,962,991 199,962,991 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項がないため記載しておりません。

  

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項がないため記載しておりません。

  

（４）【ライツプランの内容】

該当事項がないため記載しておりません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 199,962 － 23,972 － 6,000

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿により記載し

ております。

①【発行済株式】

   平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

普通株式

10,372,100

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

189,379,800
1,893,798 －

単元未満株式
普通株式

211,091
－ －

発行済株式総数 199,962,991 － －

総株主の議決権 － 1,893,798 －

（注）  「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

  平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アシックス
神戸市中央区港島中

町７丁目１番１
10,372,100 － 10,372,100 5.19

計 － 10,372,100 － 10,372,100 5.19

 (注)当第３四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は、10,372,562株であります。

  

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

  

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自  平成24年10月１日 

至  平成24年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）に係る

四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,927 34,811

受取手形及び売掛金 59,392 58,547

有価証券 2,431 1,965

商品及び製品 46,973 47,408

仕掛品 313 367

原材料及び貯蔵品 1,062 1,189

繰延税金資産 4,898 4,535

その他 6,768 9,593

貸倒引当金 △2,332 △1,913

流動資産合計 148,433 156,503

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 30,528 30,535

減価償却累計額 △19,141 △19,657

建物及び構築物（純額） 11,387 10,877

機械装置及び運搬具 4,436 4,412

減価償却累計額 △3,398 △3,508

機械装置及び運搬具（純額） 1,038 903

工具、器具及び備品 12,260 13,255

減価償却累計額 △7,853 △8,530

工具、器具及び備品（純額） 4,406 4,724

土地 10,178 10,027

リース資産 4,085 4,601

減価償却累計額 △921 △1,340

リース資産（純額） 3,164 3,261

建設仮勘定 30 513

有形固定資産合計 30,206 30,306

無形固定資産

のれん 4,874 4,578

その他 11,676 11,669

無形固定資産合計 16,550 16,247

投資その他の資産

投資有価証券 7,194 7,706

長期貸付金 346 319

繰延税金資産 1,303 1,167

その他 8,891 8,182

貸倒引当金 △581 △572

投資その他の資産合計 17,153 16,803

固定資産合計 63,910 63,357

資産合計 212,343 219,861
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,668 23,099

短期借入金 13,173 11,687

リース債務 493 560

未払費用 8,725 8,314

未払法人税等 3,177 1,868

未払消費税等 810 1,022

返品調整引当金 628 276

賞与引当金 1,666 641

繰延税金負債 302 168

資産除去債務 6 －

その他 5,317 6,129

流動負債合計 55,969 53,769

固定負債

社債 16,000 16,000

長期借入金 5,317 4,115

リース債務 2,893 2,897

退職給付引当金 8,103 8,578

繰延税金負債 3,622 3,308

資産除去債務 618 687

その他 4,501 3,491

固定負債合計 41,058 39,079

負債合計 97,027 92,849

純資産の部

株主資本

資本金 23,972 23,972

資本剰余金 17,182 17,182

利益剰余金 89,778 100,092

自己株式 △7,821 △7,822

株主資本合計 123,111 133,424

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,211 1,411

繰延ヘッジ損益 1,832 1,568

在外子会社資産再評価差額金 ※1
 379

※1
 310

為替換算調整勘定 △18,583 △17,706

その他の包括利益累計額合計 △15,159 △14,415

少数株主持分 7,364 8,003

純資産合計 115,315 127,012

負債純資産合計 212,343 219,861
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 186,298 190,499

売上原価 104,642 109,187

返品調整引当金戻入額 565 580

返品調整引当金繰入額 267 221

売上総利益 81,954 81,670

販売費及び一般管理費 65,127 65,273

営業利益 16,826 16,397

営業外収益

受取利息 326 323

受取配当金 174 181

為替差益 － 343

負ののれん償却額 15 5

その他 530 391

営業外収益合計 1,047 1,246

営業外費用

支払利息 453 521

為替差損 1,928 －

その他 126 177

営業外費用合計 2,508 699

経常利益 15,366 16,944

特別利益

固定資産売却益 4 146

投資有価証券売却益 9 96

投資有価証券償還益 11 6

法人税等還付加算金 － ※1
 190

特別利益合計 25 440

特別損失

固定資産売却損 0 19

固定資産除却損 22 34

投資有価証券評価損 1 53

投資有価証券売却損 － 6

投資有価証券償還損 107 6

特別損失合計 131 119

税金等調整前四半期純利益 15,260 17,265

法人税等 5,982 5,794

法人税等還付税額 － ※1
 △1,687

少数株主損益調整前四半期純利益 9,278 13,158

少数株主利益 516 638

四半期純利益 8,761 12,519
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 9,278 13,158

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △483 215

繰延ヘッジ損益 157 △182

在外子会社資産再評価差額金 △69 △69

為替換算調整勘定 △4,234 902

その他の包括利益合計 △4,629 866

四半期包括利益 4,648 14,024

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,228 13,264

少数株主に係る四半期包括利益 420 760
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

連結の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間より、新たに設立したアシックスジャパン株式会社を連結の範囲に含めております。ま

た、当第３四半期連結会計期間において、株式会社アシックススポーツビーイングは清算結了したため、連結の範囲

から除外しております。

  

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  アシックススカンジナビアASの株式の追加取得（平成21年８月14日付）に伴う新規連結に関して、実務対

応報告第18号に基づき改正前の国際財務報告基準第３号を適用したことにより生じたものであります。

  

（四半期連結損益計算書関係）

※１  平成21年10月に納付した移転価格税制に基づく法人税等追徴税の還付金を法人税等還付税額として

計上するとともに、これに係る還付加算金を法人税等還付加算金として特別利益に計上しております。

（追加情報）

当社とオーストラリアの子会社との間の平成17年３月期から平成20年３月期の４年間の取引に関して、平

成21年９月30日付で大阪国税局から移転価格税制に基づく更正処分を受け、翌月に追徴税額を納付いたしま

した。当社は、平成22年３月31日に国税庁に対しこの更正処分により生じている二重課税の防止の観点から

日豪租税条約に基づき相互協議申立書を提出しました。その結果、国税庁よりオーストラリア当局との相互

協議が合意に達したことの通知を受領し、減額更正処分の通知を受領の上、還付金および還付加算金を計上

したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費および長期前払費用に係る償却

費を含む。）およびのれんの償却額は次のとおりであります。

  

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 3,688百万円 3,636百万円

のれんの償却額 579百万円 511百万円

  

  

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり  
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,896 10 平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり  
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 2,275 12 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

      当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営執行会

議が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

      当社グループは、主にスポーツ用品等を製造および販売しており、国内においては当社が、海外においては米

州、欧州・中近東・アフリカ、オセアニア/東南・南アジア、東アジアの各地域をアシックスアメリカコーポレー

ション、アシックスヨーロッパB.V.、アシックスオセアニアPTY.LTD.、その他の現地法人が、それぞれ担当してお

ります。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しております。

     「日本地域」、「米州地域」、「欧州地域」、「オセアニア地域」、「東アジア地域」は、主にスポーツ用品等を

製造および販売しており、「その他事業」は、「ホグロフス」ブランドのアウトドア用品を製造および販売して

おります。

  

    ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

（単位：百万円）

  日本地域 米州地域 欧州地域
オセアニア
地域

東アジア
地域

その他事業 合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高          

(1)外部顧客への売上高 65,84146,82250,0687,389 9,866 6,218186,206 92 186,298

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,662 0 － － 79 － 9,742(9,742) －

計 75,50446,82350,0687,389 9,945 6,218195,949(9,650)186,298

セグメント利益

又は損失
2,869 3,668 7,598 1,747 955 (117)16,721 105 16,826

（注）１.（１）セグメント売上高の調整額は、報告セグメントに含まれない子会社の売上高を含んでおり

              ますが、主にセグメント間調整によるものであります。

         （２）セグメント利益又は損失は、報告セグメントに含まれない子会社の利益を含んでおります

              が、主にセグメント間調整によるものであります。

      ２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  

  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

（単位：百万円）

  日本地域 米州地域 欧州地域
オセアニア
地域

東アジア
地域

その他事業 合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高          

(1)外部顧客への売上高 66,69851,26948,6738,167 9,561 6,024190,394 104 190,499

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
13,392 0 － － － － 13,392(13,392)－

計 80,09051,26948,6738,167 9,561 6,024203,787(13,287)190,499

セグメント利益

又は損失
2,868 4,628 6,627 1,772 781 (63) 16,614 (217)16,397

（注）１.（１）セグメント売上高の調整額は、報告セグメントに含まれない子会社の売上高を含んでおり

              ますが、主にセグメント間調整によるものであります。

         （２）セグメント利益又は損失は、報告セグメントに含まれない子会社の利益を含んでおります

              が、主にセグメント間調整によるものであります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

    重要な事項はありません。

  

  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

    重要な事項はありません。

  

（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。

  

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。

  

（デリバティブ取引関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２に基づき、注記を省略しております。

  

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

  １株当たり四半期純利益金額 46.21円 66.03円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 8,761 12,519

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 8,761 12,519

普通株式の期中平均株式数（千株） 189,595 189,591

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

  

（重要な後発事象）

該当事項がないため記載しておりません。

  

２【その他】

  該当事項がないため記載しておりません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アシックス(E02378)

四半期報告書

19/20



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月８日

株式会社アシックス

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松本  要        印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   笹山  直孝      印

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アシッ

クスの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４年１０

月１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

  

監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

  

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アシックス及び連結子会社の平成２４年１２月３１日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

  

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

                                                                    以  上

  

（注）１.  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２.  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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